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と
き
／
11
月
10
日
（
土
）、11
日
（
日
）

対 

象
／
20
歳
以
上
の
市
民　

10
人

（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
８
，０
０
０
円

申 

し
込
み
方
法
／
10
月
19
日（
金
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み

※ 

11
月
１
日（
木
）19
時
か
ら
、
あ
や

め
会
館
で
事
前
説
明
会
を
実
施
。

　

姉
妹
都
市
・
京
都
府
長

岡
京
市
を
訪
問
し
、
市
民

交
流
会
や
市
内
見
学
、
ガ

ラ
シ
ャ
祭
に
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
あ
や
め

御
前
の
夫
・
源
頼
政
公
の

墓
所
が
あ
る
宇
治
平
等
院

も
見
学
し
ま
す
。

と
き
／
10
月
28
日（
日
）

　
　
　

７
時
集
合

集
合
場
所
／
伊
豆
長
岡
庁
舎

対 

象
／
20
歳
以
上
の
市
民　

10
人

（
先
着
順
）

参
加
料
／
２
，５
０
０
円

申 

し
込
み
方
法
／
10
月
15
日（
月
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み

元八王子北條氏照
まつりに行こう

　

元
八
王
子
の
歴
史
と

文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
、第
７
回
元
八
王
子

北
條
氏
照
ま
つ
り
の
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

市
友
好
都
市
交
流
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

問  

伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交
流

 　

協
会（
市
役
所
市
長
公
室
内
）

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

◀ ▲昨年のガ
ラシャ祭の
パレードの
様子

交流を深める
旅に出よう

！

問 

観
光
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

　
「
ジ
オ
に
触
れ
る　
感
動
・
体
験
」を
テ
ー
マ

に
、バ
ス
で
市
内
の
特
徴
的
な
ジ
オ
ポ
イ
ン

ト
を
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ジ
オ
ガ
イ

ド
と
と
も
に
め
ぐ
り
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

と 

き
／
12
月
２
日（
日
）８
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
場
所
／
韮
山
時
代
劇
場

対 

象
／
小
学
生
以
上
45
人（
先
着
順
・
10
月

中
は
市
民
優
先
）

申 

し
込
み
方
法
／

【
市 

民
】
10
月
10
日（
水
）〜
11
月
22
日（
木
）

に
電
話
ま
た
は
観
光
課
窓
口
で
申
し
込
み

【
市 

外
在
住
者
】
11
月
１
日（
木
）〜
22
日（
木
）

に
電
話
ま
た
は
観
光
課
窓
口
で
申
し
込
み

◆
ツ
ア
ー
行
程

８
時
30
分

　

韮
山
時
代
劇
場　

出
発（
ツ
ア
ー
開
始
）

９
時

　
 

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
ジ
オ
リ
ア
」（
伊
豆
市
修
善
寺
）

　

○
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぼ
う

10
時

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
①
「
白
鳥
山
」

　

○
柱
状
節
理
に
触
れ
て
み
よ
う

10
時
40
分

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
②「
大
仁
温
泉
の
源
泉
」

　

○
源
泉
に
触
れ
て
み
よ
う

11
時
10
分　

　

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
③
「
水
晶
山
・
大
仁
橋
」

　

○ 

狩
野
川
台
風
の
歴
史
と
遺
構
に
触
れ

て
み
よ
う

12
時
30
分

　

韮
山
時
代
劇
場　

到
着（
ツ
ア
ー
終
了
）

14
時
（
自
由
参
加
）

　

 

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市内神島地区周辺の狩野川の西側に、威風
堂々とした高さ 342mの巨大な岩山があ

ります。火山の根（火
か ざ ん が ん け い

山岩頸）とよばれる城山
は、伊豆半島ジオパークの代表的なジオポイ
ントの一つです。山頂まで続くハイキングコー
スが整備されており、読売巨人軍終身名誉監
督の長嶋茂雄さんが現役時代にトレーニング
で使用した山でもあります。

　1,000 万年～ 200 万年前、伊豆半島の原形が浅い海底で噴火し
ていた時代、海底火山の直下でマグマがゆっくりと冷えて固まり、
大きな岩のかたまりとなりました。100 万年～ 60 万年前、伊豆
半島が本州に衝突した頃に隆起し、長い間雨風に侵食されて、堅
固な一枚岩の玄武岩や安山岩でできた火山岩が露出しました。現
在見えている城山のゴツゴツした岩肌は、かつてマグマだった部
分です。その山の風貌から、古代の人たちは、高さ百丈の頂上に
は山の神がいると考え、丈山と呼び、神秘的な岩山として特別視
していたようです。四季とともに美しく存在するジオの恵みを、
世界に誇れる地域の宝として保全したいものです。
問 観光課　☎ 055-948-1480長

は せ が わ

谷川 正
まさ き

樹 氏

伊豆半島ジオパーク推進
協議会　認定ジオガイド

◀大仁橋・
　水晶山

▲白鳥山
柱状節理

　

皆
さ
ん
、
サ
ェ
ン
バ
ェ
ノ
ー
。
秋
空
が

高
く
澄
み
わ
た
り
、さ
わ
や
か
な
気
分
を
満

喫
す
る
日
々
、皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
秋
は
気
温
が
低
く
、
肌
寒

く
感
じ
る
日
が
続
き
ま
す
が
、
太
陽
の
日

差
し
が
優
し
く
、
厳
し
い
冬
の
直
前
に
長

く
楽
し
め
る
穏
や
か
な
季
節
で
す
。「
金

色
の
秋
」と
称
さ
れ
、一
気
に
色
が
染
ま
っ

た
木
の
枯
れ
葉
が
道
に
散
り
、
歩
く
と
カ

サ
カ
サ
と
音
が
し
、
冬
季
の
準
備
を
し
な

く
て
は
と
い
う
合
図
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

遊
牧
民
は
冬
に
備
え
て
ア
ー
ロ
ー
ル

（
干
し
ヨ
ー
グ
ル
ト
）や
バ
タ
ー
を
保
存
、

馬
乳
酒
を
自
然
冷
凍
で
保
管
し
て
お
き
ま

す
。
収
穫
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
の
で
、

野
菜
の
塩
漬
け
や
ピ
ク
ル
ス
を
保
存
食
と

し
て
作
り
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く
含
ま
れ

る
チ
ャ
ツ
ァ
ル
ガ
ン
や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
な

ど
の
果
実
を
冷
凍
さ
せ
、
冬
に
な
る
と
風

邪
予
防
の
た
め
に
温
か
い
ジ
ュ
ー
ス
に
し

て
飲
み
ま
す
。
各
家
庭
で
は
新
鮮
な
野
菜

を
使
っ
た
料
理
が
人
気
で
す
。
中
で
も
野

菜
ス
ー
プ
。
味
は
シ
ン
プ
ル
な
塩
味
で
、

ダ
シ
は
も
ち
ろ
ん
羊
の
骨
付
き
肉
を
煮
込

み
、
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交
流
協

会
で
は
、
10
月
13
日
と
14
日
に
韮
山
時
代

劇
場
ひ
だ
ま
り
広
場
に
本
格
的
な
ゲ
ル
を

設
置
し
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
に
触
れ
る
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
伊
豆
の
国

ふ
る
さ
と
博
覧
会

「
秋
」
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

○ 

伊
豆
の
国
ふ
る
さ
と
博
覧
会

URL https://furuhaku.jp/ 

問 

市
長
公
室

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

前回の伊豆の国ふるさと博覧会

国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載ジ

ャ
ル
ガ
ル
の

ほ

ぼ

日
記

第
7
回

秋
と
伊
豆
の
国

ふ
る
さ
と
博
覧
会

長岡京市を訪問しよう

伊
豆
の
国
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

第
２
回


